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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドア本体に開口部が形成され、パネル体を納めた窓枠体が前記開口部の縁部に取付けら
れてなる小窓付きドアにおいて、
　前記窓枠体は前記ドア本体の一面側に配置される一側窓枠と、前記ドア本体の他面側に
配置される他側窓枠とが互いに固定されてなり、前記一側窓枠の内周面にはビスを窓枠体
の見付方向に向かって取付可能なビス孔が形成され、該ビス孔に挿通されたビスは前記一
側窓枠と他側窓枠との間に設けられる固定金具に対して螺合され、該固定金具は前記他側
窓枠に対して係合すると共に前記ビスの螺合に伴って前記他側窓枠と一側窓枠を窓枠体の
見込方向に引き寄せ合う引寄係合部を有してなることを特徴とする小窓付きドア。
【請求項２】
　前記固定金具は前記ビスが螺合される固定片と、該固定片から見付方向に伸びる連結片
と、該連結片から前記他側窓枠側に向かって伸びる係合片とを有し、該係合片の先端部は
前記固定片側に向かう傾斜状に形成されて前記引寄係合部を構成し、前記他側窓枠は前記
係合片と対向する面に前記引寄係合部と係合する凹状の被係合部を備えることを特徴とす
る請求項１記載の小窓付きドア。
【請求項３】
　前記一側窓枠は前記他側窓枠と対向する面に前記固定金具を収納する収納部を備えるこ
とを特徴とする請求項２記載の小窓付きドア。
【請求項４】
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　前記他側窓枠は前記パネル体の一側窓枠側面よりも一側窓枠側に向かって延出された延
出部を備え、前記被係合部は前記延出部に形成されることを特徴とする請求項２または３
記載の小窓付きドア。
【請求項５】
　前記一側窓枠と他側窓枠はそれぞれシール材を介して前記パネル体を挟持する挟持部を
備えることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の小窓付きドア。
【請求項６】
　前記一側窓枠と他側窓枠はそれぞれシール材を介して前記ドア本体に当接する本体当接
部を備えることを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の小窓付きドア。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建物の開口部や建物内に設置される小窓付きドアに関し、特にドア本体に小
窓を設けてなる小窓付きドアに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、建物の玄関や勝手口などの開口部、及び建物内部において用いられる各種のドア
が知られている。ドアは、一面と他面にそれぞれ一側表面材と他側表面材が互いに対向す
るように設けられ、その間に断熱材を挟んでなるドア本体により構成される。また、ドア
本体に開口部を設け、この開口部に小窓を設けることで、意匠性を向上させたドアも知ら
れている。このようなドアとしては、例えば特許文献１に挙げるようなものがある。
【特許文献１】特開２０００－１０４４５９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　小窓付きドアでは、ドア本体に設けられる開口部に対して、ガラス等のパネル体を保持
した窓枠体を取付けて小窓を構成している。窓枠体はドア本体の見込方向について一側窓
枠と他側窓枠とに分割されており、これらがビスで連結されることによりパネル体の両面
をそれぞれ挟持し、パネル体を保持するようにしている。
【０００４】
　しかし、従来の小窓付きドアでは、特許文献１にも示されているように、ビスを窓枠体
の見込方向に向かうように取付けて一側窓枠と他側窓枠とを連結していたため、ビスが窓
枠体の正面から見えてしまい、意匠性を悪化させることとなっていた。また、ビスが直接
見えないようにビスを挿通する孔にカバーを設けることもあるが、いずれにしても窓枠体
の意匠性を悪化させることとなる。一方で、ビスを一側窓枠の正面から見込方向に向かう
ように取付ける場合には、ビスの取付方向が一側窓枠と他側窓枠の分割方向と一致してい
るため、ビスを螺合させるのに伴って他側窓枠を一側窓枠側に引き寄せることができる。
したがって、窓枠体の組立に際しては、他側窓枠を作業台の上に載置した状態でパネル体
を挟持するように一側窓枠を配置し、ビスを取付けるだけで一側窓枠と他側窓枠及びパネ
ル体とを強固に一体化することができる。
【０００５】
　また、ビスを窓枠体の内周面から見付方向に向かうように取付けて一側窓枠と他側窓枠
とを連結するものも知られており、この場合にはビスが窓枠体の正面からは見えにくくな
るために意匠性を向上させることができる。しかし、この場合には、ビスの取付方向が一
側窓枠と他側窓枠の分割方向と異なっているため、一側窓枠と他側窓枠を予め引き寄せた
状態としなければ、ビスを取付けることができない。具体的には、他側窓枠を作業台の上
に載置し、パネル体を挟持するように一側窓枠を配置し、一側窓枠を他側窓枠側に押し付
けることで一側窓枠と他側窓枠のビス孔位置を合わせなければビスを取付けることができ
ない。したがって作業性が悪いという問題があった。
【０００６】
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　本発明は、上記問題点を解決すべくなされたものであり、意匠性が高くかつ組立の作業
性も良好な小窓付きドアを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため、本発明に係る小窓付きドアは、ドア本体に開口部が形成され
、パネル体を納めた窓枠体が前記開口部の縁部に取付けられてなる小窓付きドアにおいて
、
　前記窓枠体は前記ドア本体の一面側に配置される一側窓枠と、前記ドア本体の他面側に
配置される他側窓枠とが互いに固定されてなり、前記一側窓枠の内周面にはビスを窓枠体
の見付方向に向かって取付可能なビス孔が形成され、該ビス孔に挿通されたビスは前記一
側窓枠と他側窓枠との間に設けられる固定金具に対して螺合され、該固定金具は前記他側
窓枠に対して係合すると共に前記ビスの螺合に伴って前記他側窓枠と一側窓枠を窓枠体の
見込方向に引き寄せ合う引寄係合部を有してなることを特徴として構成されている。
【０００８】
　また、本発明に係る小窓付きドアは、前記固定金具は前記ビスが螺合される固定片と、
該固定片から見付方向に伸びる連結片と、該連結片から前記他側窓枠側に向かって伸びる
係合片とを有し、該係合片の先端部は前記固定片側に向かう傾斜状に形成されて前記引寄
係合部を構成し、前記他側窓枠は前記係合片と対向する面に前記引寄係合部と係合する凹
状の被係合部を備えることを特徴として構成されている。
【０００９】
　さらに、本発明に係る小窓付きドアは、前記一側窓枠は前記他側窓枠と対向する面に前
記固定金具を収納する収納部を備えることを特徴として構成されている。
【００１０】
　さらにまた、本発明に係る小窓付きドアは、前記他側窓枠は前記パネル体の一側窓枠側
面よりも一側窓枠側に向かって延出された延出部を備え、前記被係合部は前記延出部に形
成されることを特徴として構成されている。
【００１１】
　そして、本発明に係る小窓付きドアは、前記一側窓枠と他側窓枠はそれぞれシール材を
介して前記パネル体を挟持する挟持部を備えることを特徴として構成されている。
【００１２】
　また、本発明に係る小窓付きドアは、前記一側窓枠と他側窓枠はそれぞれシール材を介
して前記ドア本体に当接する本体当接部を備えることを特徴として構成されている。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明に係る小窓付きドアによれば、一側窓枠の内周面にはビスを窓枠体の見付方向に
向かって取付可能なビス孔が形成され、ビス孔に挿通されたビスは一側窓枠と他側窓枠と
の間に設けられる固定金具に対して螺合され、固定金具は他側窓枠に対して係合すると共
にビスの螺合に伴って他側窓枠と一側窓枠を窓枠体の見込方向に引き寄せ合う引寄係合部
を有してなることにより、ビスを一側窓枠の内周面から螺合することで固定金具が他側窓
枠を一側窓枠側に引き寄せて固定することができるため、ビスを見えにくくして意匠性を
良好にしつつ、他側窓枠と一側窓枠を予め引き寄せておく必要がないために、組立の作業
性を向上させることができる。
【００１４】
　また、本発明に係る小窓付きドアによれば、固定金具は連結片から他側窓枠側に向かっ
て伸びる係合片を有し、係合片の先端部は固定片側に向かう傾斜状に形成されて引寄係合
部を構成し、他側窓枠は係合片と対向する面に引寄係合部と係合する凹状の被係合部を備
えることにより、ビスを窓枠体の見付方向に螺合させるだけで、確実に他側窓枠と一側窓
枠を引き寄せ合うことができる。
【００１５】
　さらに、本発明に係る小窓付きドアによれば、一側窓枠は他側窓枠と対向する面に固定



(4) JP 4842894 B2 2011.12.21

10

20

30

40

50

金具を収納する収納部を備えることにより、固定金具を一側窓枠に納めておくことができ
るので、他側窓枠を引き寄せることを安定して行うことができる。
【００１６】
　さらにまた、本発明に係る小窓付きドアによれば、他側窓枠はパネル体の一側窓枠側面
よりも一側窓枠側に向かって延出された延出部を備え、被係合部は延出部に形成されるこ
とにより、固定金具が係合する被係合部が一側窓枠側にあるために、一側窓枠に螺合され
る固定金具をコンパクトにすることができ、剛性も向上させることができ、一側窓枠と他
側窓枠の固定をより強固にすることができる。
【００１７】
　そして、本発明に係る小窓付きドアによれば、一側窓枠と他側窓枠はそれぞれシール材
を介してパネル体を挟持する挟持部を備えることにより、窓枠体とパネル体の間の水密性
を確保することができる。
【００１８】
　また、本発明に係る小窓付きドアによれば、一側窓枠と他側窓枠はそれぞれシール材を
介してドア本体に当接する本体当接部を備えることにより、窓枠体とドア本体の間の水密
性を確保することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　本発明の実施形態について図面に沿って詳細に説明する。図１には本実施形態における
小窓付きドアの正面図を示している。本実施形態における小窓付きドアは、建物の開口部
に取付けられるドア枠体（図示しない）に対し、開閉自在に納められるドア本体１からな
り、ドア本体１は、一側部に手で持って開閉するための把手部及びロック部を取付可能な
取付部２と、吊元側に設けられドア枠体に対して開閉自在に支持される蝶番取付部３とを
備え、さらにドア本体１の上部には菱形の小窓４と、小窓４を囲むように装飾枠５が設け
られている。
【００２０】
　図２には図１のＡ－Ａ断面図を、図３には図１のＢ－Ｂ断面図を、それぞれ示している
。これら各図に示すように、ドア本体１は、薄板状に形成された一側表面材１０と他側表
面材１１とが、互いに対向するように配置され、これら一側表面材１０と他側表面材１１
との間には、発泡スチロール等からなる略板状の断熱材１２が挟持されて構成されている
。以下、ドア本体１の一側表面材１０側の面を一面１ａ、ドア本体１の他側表面材１１側
の面を他面１ｂとする。また、小窓４が取付けられる位置には、菱形の開口部１３が形成
されている。
【００２１】
　小窓４は、ドア本体１の開口部１３の縁部に固定される窓枠体２０と、窓枠体２０内に
納められガラスからなるパネル体２１とで構成されている。窓枠体２０は、菱形の四周を
一体的に形成した２つの部材を連結して構成されている。これら２つの部材は、いずれも
金属の鋳造品からなるものであって、ドア本体１の一面１ａ側に配置される一側窓枠２２
と、ドア本体１の他面１ｂ側に配置される他側窓枠２３とで構成される。
【００２２】
　一側窓枠２２と他側窓枠２３の間には、固定金具２４が設けられ、固定金具２４は一端
部が一側窓枠２２の内周面２２ａからビス２５によって固定され、他端部が他側窓枠２３
に係合し、ビス２５を螺合することによって一側窓枠２２と他側窓枠２３とを連結する。
その詳細な構造については後述する。
【００２３】
　また、ドア本体１の小窓４よりも外周側には、方形状に枠組みされた装飾窓５が取付け
られている。装飾窓５は、断面中空状の金属材または樹脂材からなる枠材を枠組みしてな
り、各枠材はドア本体１の表面に対して両面テープで固定されている。
【００２４】
　次に、小窓４の詳細な構造について説明する。図４には一側窓枠２２の背面図を、図５
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には他側窓枠２３の背面図を、図６には一側窓枠２２と他側窓枠２３を組立てた状態の断
面図を、それぞれ示している。図６に示すように、ドア本体１の一面１ａ側に取付けられ
る一側窓枠２２の内周面側には、パネル体２１の一側窓枠２２側面と近接する挟持部３０
が形成されており、挟持部３０とパネル体２１との間には、パネル体シール材２６が設け
られる。ドア本体１の他面１ｂ側に取付けられる他側窓枠２３の内周面側にも、パネル体
２１の他側窓枠２３側面と近接する挟持部３５が形成されており、挟持部３５とパネル体
２１との間にはパネル体シール材２６が設けられる。そして、一側窓枠２２の挟持部３０
と他側窓枠２３の挟持部３５は、パネル体シール材２６を介してパネル体２１を挟持し、
これによって水密性を確保しつつパネル体２１を窓枠体２０内に保持する。
【００２５】
　また、一側窓枠２２の内周面２２ａには、一側窓枠２２と他側窓枠２３とを連結するた
めのビス２５を窓枠体２０の見付方向に挿通させるビス孔３４が形成されている。ビス孔
３４は、ビス２５を窓枠体２０の見付方向に挿通させると共に、ビス２５の頭部を納める
ことができるように形成されている。したがって、ビス２５をビス孔３４に挿通した状態
で、ビス２５が一側窓枠２２の内周面２２ａから突出しないようにすることができ、意匠
性を良好にすることができる。
【００２６】
　図６に示すように、一側窓枠２２の外周面側には、ドア本体１の一面１ａ側と近接する
本体当接部３１が形成されており、本体当接部３１とドア本体１との間には窓枠シール材
２７が設けられる。他側窓枠２３の外周面側にも、ドア本体１の他面１ｂ側と近接する本
体当接部３６が形成されており、本体当接部３６とドア本体１との間には窓枠シール材２
７が設けられる。そして、一側窓枠２２の本体当接部３１と他側窓枠２３の本体当接部３
６は、窓枠シール材２７を介してドア本体１を挟持し、これによってドア本体１と窓枠体
２０との間の水密性を確保している。
【００２７】
　図４に示すように、一側窓枠２２の背面内周側には、挟持部３０の位置に前述のパネル
体シール材２６が全周に渡って設けられている。挟持部３０は、パネル体シール材２６の
外周側に丸溝部３０ａを有し、さらに丸溝部３０ａよりも外周側の位置まで延びている。
また、一側窓枠２２の外周側には、前述の窓枠シール材２７が全周に渡って設けられてい
る。
【００２８】
　本体当接部３１の内周側には、段差が形成されて挟持部３０との間に溝部３２を形成し
ている。また、菱形に形成された一側窓枠２２の各辺の略中央部は、挟持部３０の外周側
から丸溝部３０ａの部分まで溝部３２と面一状となるように切り欠かれている。この切欠
部分の幅を有する溝部３２の領域が、固定金具２４の配置される収納部３３となる。各収
納部３３には、小片状に形成された固定金具２４が配置され、切欠部分によって幅方向の
位置を規制し、溝部３２によって窓枠体２０の内外周方向の移動を案内する。
【００２９】
　図５に示すように、他側窓枠２３にも一側窓枠２２と同様に、背面内周側にパネル体シ
ール材２６が、外周側に窓枠シール材２７が、それぞれ全周に渡って設けられる。また、
図６に示すように、挟持部３５と本体当接部３６との間の領域は、パネル体２１の一側窓
枠２２側面よりもさらに一側窓枠２２側にまで延出されて延出部３７を構成している。
【００３０】
　図５に示すように延出部３７は、他側窓枠２３の全周に渡って形成され、一側窓枠２２
の収納部３３に対応する位置には、本体当接部３６側に向かって突出する突出部３７ａが
形成されている。図６に示すように、他側窓枠２３の延出部３７は、一側窓枠２２の溝部
３２に対して近接対向しており、突出部３７ａには先端部近傍に凹状の被係合部３８が形
成されている。
【００３１】
　固定金具２４は、前述のように小片状に形成される金属製の金具であって、図６に示す
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ように一側窓枠２２のビス孔３４に挿通されるビス２５が螺合される固定片４０と、固定
片４０から窓枠体２０の見付方向に伸びる連結片４１と、連結片４１から他側窓枠２３側
に向かって伸びる係合片４２とからなっており、全体としては断面略コ字状となるように
形成されている。
【００３２】
　固定片４０は、見付方向に挿通されたビス２５に対して略直交するように配置されてお
り、ビス２５を見付方向に螺合させることができる。連結片４１は、一側窓枠２２の溝部
３２に当接している。また、係合片４２の先端部は、固定片４０側に向かって傾斜するよ
うに形成されて引寄係合部４３を構成している。引寄係合部４３は、他側窓枠２３の被係
合部３８に入り込むように係合する。
【００３３】
　このように、固定金具２４は一端側が一側窓枠２２の見付方向に挿通されるビス２５に
螺合され、傾斜面状に形成された他端側の引寄係合部４３が被係合部３８に係合している
ことによって、一側窓枠２２と他側窓枠２３を窓枠体２０の見付方向に向かって押圧固定
すると共に、他側窓枠２３と一側窓枠２２を見込方向に引き寄せ合うように固定している
。
【００３４】
　図７には、ビス２５による螺合を行う前の状態における窓枠体２０の断面図を示してい
る。窓枠体２０の組立てにあたっては、まずドア本体１の開口部１３の他面１ｂ側に他側
窓枠２３を配置すると共に、他側窓枠２３を作業台の上に載置し、さらにパネル体２１を
パネル体シール材２６が配置された挟持部３５に載置する。さらに予めビス孔３４にビス
２５が挿通され、ビス２５の先端部に固定金具２４を取付けた状態の一側窓枠２２をドア
本体１の一面１ａ側及びパネル体２１の一面側に載置する。図７はこのときの状態を表し
ている。
【００３５】
　図７に示すように、ビス２５による螺合を行う前は、固定金具２４は一側窓枠２２の収
納部３３における外周側に配置されていて、一側窓枠２２をドア本体１及びパネル体２１
に載置する際に、固定金具２４の引寄係合部４３が他側窓枠２３の延出部３７と干渉しな
いようにしている。また、他側窓枠２３を作業台の上に載置して、その上にパネル体２１
やドア本体１を載置しているため、他側窓枠２３のパネル体シール材２６と窓枠シール材
２７は、それぞれパネル体２１とドア本体１の自重によって強い力で押圧されている。一
方で一側窓枠２２のパネル体シール材２６と窓枠シール材２７は、一側窓枠２２の自重の
みを受けており、弱い力で押圧されている。このため、一側窓枠２２の挟持部３０とパネ
ル体２１、及び一側窓枠２２の本体当接部３１とドア本体１との間は、それぞれやや離隔
した状態となっている。
【００３６】
　図７の状態で、ビス２５を固定金具２４に対して螺合させていくと、固定金具２４がビ
ス２５に引き寄せられることで収納部３３内を挟持部３０側に向かってスライドし、引寄
係合部４３の内側傾斜面４３ａが延出部３７に形成された被係合部３８の角部３８ａに当
接する。さらにビス２５を固定金具２４に螺合させていくと、引寄係合部４３は角部３８
ａを押圧する。引寄係合部４３は傾斜面状に形成されているので、固定金具２４による押
圧力は見込方向と見付方向のそれぞれに作用する。したがって、ビス２５を固定金具２４
に螺合させていくことで一側窓枠２２と他側窓枠２３は見込方向と見付方向の各方向につ
いて固定される。
【００３７】
　ここで、前述のようにビス２５を螺合する前の状態では、一側窓枠２２はパネル体２１
及びドア本体１とやや離隔した状態となっているが、ビス２５を螺合させるのに伴って、
他側窓枠２３と引き寄せ合うため、パネル体シール材２６や窓枠シール材２７を強く押圧
してパネル体２１やドア本体１側に近接する。これによって最終的には図６に示す状態と
なる。
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　このように、一側窓枠２２と他側窓枠２３の間に本発明の固定金具２４を設けたことで
、窓枠体２０の見付方向に挿通されるビス２５の螺合に伴って、他側窓枠２３と一側窓枠
２２を窓枠体２０の見込方向に引き寄せ合うことができるので、予め一側窓枠２２と他側
窓枠２３を引き寄せ合っておく必要がなく、組立の作業性を向上させることができる。ま
た、ビス２５は一側窓枠２２の内周面２２ａから見付方向に挿入され、当該内周面２２ａ
から突出しないので、窓枠体２０の意匠性も悪化させることがない。
【００３９】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明の適用は本実施形態には限られず
、その技術的思想の範囲内において様々に適用されうるものである。例えば、本実施形態
では窓枠体２０の形状を菱形としたが、ドア本体１に任意の形状の開口部を設け、それに
合わせて窓枠体２０を菱形以外の形状としてもよい。また、窓枠体２０はドア本体１に複
数設けられてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本実施形態における小窓付きドアの正面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ断面図である。
【図３】図１のＢ－Ｂ断面図である。
【図４】一側窓枠の背面図である。
【図５】他側窓枠の背面図である。
【図６】一側窓枠と他側窓枠を組立てた状態の断面図である。
【図７】ビスによる螺合を行う前の状態における窓枠体の断面図である。
【符号の説明】
【００４１】
　　１　　ドア本体
　　４　　小窓
　１３　　開口部
　２０　　窓枠体
　２１　　パネル体
　２２　　一側窓枠
　２３　　他側窓枠
　２４　　固定金具
　２５　　ビス
　２６　　パネル体シール材
　２７　　窓枠シール材
　３０　　挟持部
　３１　　本体当接部
　３２　　溝部
　３３　　収納部
　３４　　ビス孔
　３５　　挟持部
　３６　　本体当接部
　３７　　延出部
　３７ａ　突出部
　３８　　被係合部
　４０　　固定片
　４１　　連結片
　４２　　係合片
　４３　　引寄係合部



(8) JP 4842894 B2 2011.12.21

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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